
あつぎ環境市民の会・活動報告書
～美 しいふるさとを子供たちへ～ *印は必ず記入してください

*[テーマ。内容 ] 水力発電所遺構見学

*[同  時] 2020年 6月 14日 (日 ) 9:00～ 12:00

*[場 所 ] 清川村媒ケ谷～厚木市飯山

*[参加者 0人数] 8人 (会員 4人)/案内 :平本元一氏

*[記録者・作成 日] 鷺谷 [費 用 ]



:繁誓翼酪理[Tttli6ぷ1篇li彙 1見曇奮彎∫
典 r｀総%.t)

慶応 3年 (1867)、 岩崎七右衛門・フミの長男

宮ケ瀬村の材木商落合金次郎の手代として各地を回る

明治 28年 (1895)11月  河津川水力電気株式会社 (静岡県賀茂郡)設立

明治 44年 (1911)6月 22日 相模水力電気株式会社 (東京市)許可

明治 45年 (1912)3月 1日 気仙沼電燈株式会社 (宮城県気仙沼町)事 業開始

大正元年 (1912)10月 1日 厚木電気株式会社設立

大正 2年 (1913)5月 5日 三浦電気株式会社 (三崎町)事 業開始

大正 4年 (1915)2月 11日 君津電力株式会社 (千葉県湊町)事 業開始

大正 6年 (1917)3月 21日 相甲電気株式会社 (横浜市)事 業開始

大正 9年 (1920)8月  下賀茂温泉掘撃 (静岡県賀茂郡南伊豆町)

3 厚本電気株式会社

事務所 神奈川県愛甲郡厚木町五七六番地

資本金  60,000Fヨ

大正元年 11月 16日  本社開業式

4 発電所

小鮎村大字飯山字尾台地内上尾 5336番地

送電線計 4506間 (8110m)

明治 45.3.29電柱建設着手       И 効 系 え 18彎)

厚木町市内配電線 1927間 (3468m)

発電機はドイツのアルグマイネ電気会社 (AEGア ーエーダー)製 60KW二相式交流 2200V

水車の種類 スウェーデン ベービング式中圧フランシスタービン

5 水路

取水口 煤ケ谷字舟沢

水路延長 857間 (1542.6m)

明治 44.12.22、 水路敷土木工事着手

掛樋橋脚 飯山字木生沢 杉丸太径 1尺 。長 18尺

6 その後の厚木電気

大正 10年 (1921) 富士水電株式会社に吸収合併

大正 14年 (1925)10月 1日 東京電燈が富士水電を吸収合併

昭和 4年 (1929) 東京電燈が東京電力 と合併

昭和 17年 (1942) 国家統制により関東配電株式会社へ統合

昭和 26年 (1951)5月 1日 現行の 9電力会社が創立、関東配電は解散 し東京電カヘ引きつ

がれた
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参考文献
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愛川町教育委員会 2001『 愛川町の近代遺産』愛川町文化財調査報告書第 22集

相模原市 2009『津久井町史』資料編 近代 。現代

相模原市 2015『津久井町史』通史編 近世 。近代 。現代

『相模人国記』より転載

『厚木市文化財調査報告書』第拾集より転載
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